
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい 
鯵社協だより 2016.12.22発行 

この広報誌『ふれあい』は皆さまから頂いた社協会費及び青森県共同募金会からの配分金で作成しております。 

～笑顔あふれる住みよい福祉のまちづくりを目指します～ 

平成２８年１２月１１日（日）舞戸公民館大ホールにおいて『第２０回鯵ヶ沢町地域福祉推進大会』

を開催し、町民約１７０名が来場されました。 

 第一部の式典では、地域福祉活動に貢献された方々と、ふくし作文コンクール・ふくしの絵コンクー

ル入賞者の表彰式をおこないました。式典の最後にふくし作文コンクールで最優秀賞を受賞した舞戸小

学校３年渋谷俐々
り り

愛
あ

さん５年兼子珠
み

緒
お

さん、鰺ヶ沢中学校３年竹内萌
いぶ

希
き

さん、３年野呂こころさんに

よる作文が朗読され、どれも福祉への関心が高い内容に会場から大きな拍手が送られました。 

第二部は、活動発表と講演会をおこないました。最初は「ボランティア推進校として取り組む活動」

と題して、鰺ヶ沢中学校ＪＲＣボランティア委員会のみなさんの発表と、音楽部のみなさんによる三味

線演奏がおこなわれました。次に、公益社団法人あい権利擁護支援ネットの川村孝俊氏が「これからの

地域づくり～わたしがつくるみんなでつくる一人ひとりが住みやすいまちあじがさわ～」を演題に講演

し、地域福祉の必要性や充実について具体例をあげてわかりやすく説明しました。 

最後に、平田陽子社協理事より大会宣言案が読み上げられ、満場の拍手で採択されました。 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

最優秀賞 西海小学校１年 工藤美桜
み お

    優 秀 賞  西海小学校１年 舘山照生
て る き

 

優 秀 賞 西海小学校１年 柏木葉那
は な

    優 秀 賞 西海小学校２年 豊沢羅央
ら お

 

佳  作 西海小学校１年 後藤康汰
こ う た

    佳  作 西海小学校１年 岩本郷汰
ご う た

 

佳  作 西海小学校２年 寺沢玲夢
れ む

    佳  作 西海小学校２年 白戸 心
こころ

 

佳  作 西海小学校２年 小野祥平
しょうへい

 

 

最優秀賞 舞戸小学校５年 山上桜空
さ く ら

    優 秀 賞  舞戸小学校５年 山上蒼空
あ お い

 

 

 

  
 

 

 

 

◇小学生低学年の部◇ 

◇中学生の部◇ 

最優秀賞 舞戸小学校３年 渋谷俐
り

々
り

愛
あ

   優 秀 賞  舞戸小学校３年 石澤宙己
そ ら ん

 

優 秀 賞 舞戸小学校３年 神 穂花
ほ の か

  
 

最優秀賞 舞戸小学校５年 兼子珠緒
み お

    優 秀 賞  舞戸小学校５年 神 愛桜
あ い ら

 

佳  作 舞戸小学校６年 葛西 萌
もえ

    佳  作 西海小学校５年 須藤龍星
りゅうせい

 

佳  作 西海小学校５年 越野 遥
よう

 

  
 

最優秀賞 鰺ヶ沢中学校３年 竹内萌希
い ぶ き

  

佳    作 鰺ヶ沢中学校３年 寺沢 綾
りょう

  

佳  作 鰺ヶ沢中学校３年 澁谷桜良
さ く ら

  

佳  作 鰺ヶ沢中学校１年 神真輝斗
ま き と

 

最優秀賞 鰺ヶ沢中学校３年 野呂こころ 

佳  作 鰺ヶ沢中学校３年 外﨑智花
ち か

 

佳  作 鰺ヶ沢中学校１年 多田悠月
ゆ づ き

 

戸 澤 洋 子  尾 崎 陸 男  天 野 せ つ  工 藤 美那子 

川 野 良 一  木 村 房 代  齋 藤 れい子  佐 藤 信 夫 

佐 藤 繁 子  長谷川 ミ ツ  三 浦 ユキ子  三ツ谷 惠 子 

寺 沢 賀 子  野 呂 典 子   

 

◇小学生低学年の部◇ 

◇小学生高学年の部◇ 

◇小学生高学年の部◇ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

に声がけすること、集える場所と人がいることなど）から「できないことの支援」ではなく

「できていることの継続や改善可能な部分の支援」に目を向けるようお話しがありました。 

 

第一部（式典） 

 

第二部  

活動発表：「ボランティア推進校の活動について」 鰺ヶ沢中学校 JRCボランティア委員会・音楽部のみなさん 

講 演 会：「これからの地域づくり ～わたしがつくるみんなでつくる一人ひとりが住みやすい町あじがさわ～」   

公益社団法人あい権利擁護支援ネット 川村孝俊氏   

第二部では、鰺ヶ沢中学校 JRC 委員会のみなさんが、実践す

るボランティア活動として、海岸沿いや道路沿いのゴミ拾い（ゴ

ミ０運動）、赤い羽根共同募金運動、西郡社協主催の障がい者ふ

れあい交流広場へのボランティア参加などを発表しました。最

後に、施設等の慰問活動を積極的におこなう音楽部のみなさん

が三味線を披露し、心が踊る音色で会場を沸かせました。 

講演会では、町民の実際の困りごとを挙げた上で、地域福祉の

必要性や充実について、地域の見守りや支えあいの具体例（気軽 

会場後方には、鯵ヶ沢町社協の事業

紹介コーナーやふくしの絵コンクー

ル全応募作品の展示のほか、「生活上

の困りごとや将来こんな鯵ヶ沢町だ

ったらいいな」と思う参加者の声を

貼り付けるコーナーも設けました。 

地域福祉推進のための貴重な 

ご意見ありがとうございました！ 

ふくし作文・ 

絵コンクール表彰式 

作文発表 受賞者代表謝辞 

ＪＲＣボランティア委員会の皆さん 音楽部の皆さん 

講 演 会 の 様 子 

紹介コーナーの様子 



 
 
 
支部主催による６地区でふれあい交流会（地域交流サロン）が行われ

ています。地域によっては対象者を限定せず、全世帯を対象に実施

しています。参加することで交流が図られることから「仲間づくり」

効果、会場まで歩いて参加したり、体操やゲームを取り入れるこ

とで「介護予防」効果、催し物による楽しい時間を送ることで適

度な「精神的刺激」が得られます。人と会い、話し、笑い、楽し

いひとときを過ごすことで、健康寿命を延ばし、住み慣れた地域

でいきいきと暮らすことにつながっています。※共同募金（一般募

金・地域歳末たすけあい）の配分金により実施しています。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

しおさいコーラスの心癒さ

れる歌声に続き、参加者全員で

歌を唄いました。その後、支部

協力員などのボランティアに

よる華麗な踊りに会場が一体

となって手拍子や笑い、そして

拍手かっさいでした。最後は鯵

ヶ沢くどきを参加者全員で輪

おどりをしてみんなで場を盛

り上げました。 

支部協力員の鶴田さんによる健康講座がおこなわれ、「今日の話しを聴

いた人は５年長生きします。」と自らの健康秘話や肥満と生活習慣病につ

いてお話しがありました。その後、舞戸小学校３年生児童（３３名）が会

場を訪れ、歌やたて笛、クイズで楽しんだあとは、いち早く手作りのクリ

スマスカードのプレゼントがありました。最後によさこいソーランが披

露され楽しい時間を一緒に過ごすことができました。 



 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

雪がいっきに積った日でしたが、みんなでビンゴや頭

の体操、スカットボールをして大笑い！雪を忘れさせ 

てくれ雰囲気でした。参加者の 

中でザル踊りを披露してくれ 

た方もいて会場内を 

さらに盛り上げてく 

れました。会話がと 

ぎれることなくおしゃ 

べりも楽しんでいました。 

 

屋外は風が強く雪も舞っている中、笑いの渦で会場はぽっかぽか！笑うこ

とが健康の秘訣だということで２０秒間みんなで笑うことからスタート!!

“アッハハッハ”と最初はつくり笑いだったのがなんだか本当の笑いに変わ

っていきました。みんなで歌を唄ったり、唄って体操、津軽弁の話しっこ、

歌にのせて景品運び、ナレーション付きカラオケ、縄ひっぱりなどを楽しみ

最後まで笑いがたえず、みなさん“いきいき”と参加していました。 

なみおかレクリエーション
クラブ須藤氏より軽運動を指
導いただき「ヨイショ」とお腹
から声を出しながら頭と身体
の運動を楽しみました。また、

西海小学校１年（１７名）と２
年生（２７名）の児童が会場を
訪れ、「○○町の○○の孫の○
○です。」と全員の自己紹介か
ら始まり「あそこの孫だ」など
会場は盛り上がりました。歌や
踊り・寸劇など元気いっぱい披
露してくれた後、支部手作りの
昼食を一緒にいただきました。
※支部から手縫いの雑巾が送
られました。 



 
 
 

  
 

 
  
  
  
   
   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

西海小学校３年児童（２７名）が

会場に訪れ、歌やたて笛、踊りなど

を力いっぱい披露してくれました。

その後、ボーリングやクイズ、かる

た、トランプ、輪投げ、ジャンケン、 

昔の遊びコー 

ナーなどアイ 

デアいっぱい 

のレクリエー 

ションで、とても懐かしんで参加す

る姿が印象的でした。午後は、なみ

おかレクリエーションクラブ須藤

氏より座ってできる頭と身体の運

動を指導していただき、大声で笑い

ながら行いました！！ 

６支部でおこなわれる一人暮らし高齢者等を対象とした歳末の訪問活動としておせ

ち料理の配食が実施されています。今回は、鯵ケ沢支部と中村支部で実施したおせち料

理配食の様子をご紹介します。女性支部協力員が献立を考え、薄味を基調として調理し

ています。配達時には、健康のことや困りごとがないかなど会話しながら「いつも気に

かけてくれてありがとうね。」との声が聴かれました。（地域歳末たすけあい募金・ＮＨ

Ｋ歳末たすけあい寄付金の助成金で実施しています） 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
平成２８年８月から９月にかけて６地区において、

支部役員・ほのぼの協力員及び福祉安心電話協力員を

対象に、福祉安心電話の説明や機能について、協力員

の役割、各機能（緊急発信・相談発信・停電通報・火

災通報）の事例等を紹介しました。参加者からは、中

央センターから訪問要請の電話が入り、自ら体験した

内容が発表されるなど声が聞かれました。福祉安心電

話についての説明後は、平成２９年度からの第４次地

域福祉活動計画策定に向け、住民ニーズ調査を聞き取り方式により全３８問のアンケートを実

施しました。たいへんお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成２８年１１月から支部役員・ほのぼの協力員

を対象に、地域での見守り支援についてと題して、

成年後見制度についてと今年度プロジェクト中の地

域あんしん生活保証事業について事例をもちいて紹

介しました。身寄りがない方や親族はいても疎遠な

ど、身近で地域を知っている支部役員・ほのぼの協

力員から情報をいただくことで早期発見・早期対処

につながることを呼びかけました。今後、確実に必

要とする方が多く見込まれる制度として、参加され

た方からは質問や意見が活発に出されました。 

◇福祉安心電話を設置した感想◇ 

「設置前より健康に気を付けるようになりました。親しみある協力員の方がいるのでとても心強 
いです。」 

一人暮らし高齢者や高齢者世帯等、地域で見守りを必要とする方々への訪問活動による安否

確認と日常生活の中でさりげない見守りをおこなっているのが支部役員・ほのぼの協力員で

す。高齢者や障害者が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らすことができるように、見守

る側である支部役員・ほのぼの協力員として、その方の生活を支えるための支援方法等につい

て６地区に出向き情報提供をおこなっています。 

取り付け日には、協力員の方も
設置者宅に集まり、福祉安心電話

の説明や協力員の役割、設置者の
身体状況や親族の情報を共有し
ます。また、就寝時等の緊急時の
対応と停電通報に備えブレーカ
ーの場所も確認しています。 



地域活動支援センター 

交流費 

地域活動支援センターに

通所している方々の交流

費として支援します 

ふれあい訪問事業 

（社協支部活動） 

一人暮らし高齢者等見守

りが必要な方々を対象に

訪問活動費として使用し

ます 

施設無年金者援護費 

障害者支援施設に入所して

いる無年金者に対して新年

を迎えていただくための準

備金として贈呈します 

ふれあい交流会（地域交流

サロン）（社協支部活動） 

独居高齢者や障がい者等が地

域で安心して生活できるよ

う、仲間づくり等を目的とし

た交流の場を支援します 

 
福祉除雪支援及び生活支

援サービス 
身体の衰えや病気等により

日常生活を送る上で支援が

必要な独居高齢者等の住宅

環境整備等に係る推進費と

して使用します 

 

わかりやすい福祉情報の

提供事業 

地域歳末たすけあい運動や

福祉情報を提供するための

社協だより「ふれあい」広報

費として使用します 

おせち料理配分事業 

（社協支部活動） 

一人暮らし高齢者の年末の

見守り・安否確認をかねた配

食・会食事業費として使用し

ます 

 
知的障がい者交流費 

知的障がい者への相談会・

ふれあい等の交流費として

支援します 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● ● ● ● 

地域歳末たすけあい運動は、共同募金の一環として新たな年を迎える時期に支援を

必要とする人たちが地域で安心して暮らすことができるよう、みなさまからの善意あ

る温かい気持ちを地域福祉向上に活用させていただきます。地域歳末たすけあいへの

ご協力に心より感謝いたします。 ※募金実績額は次回広報で報告します。 

にご報告します。 

舞 戸 ● 育 保 ● ● 慰 問 

平成２８年１１月２０日に開催された第２９回鰺ケ沢町カラオケ愛好会

チャリティー発表会での入場料の一部を社会福祉事業に役立ててほしいと

鰺ケ沢町カラオケ愛好会（会長：岩谷松子氏）の茶谷副会長と本庄事務局長

のお二人が本会を訪れてくれました。毎年、温かい善意に感謝いたします。 

来春１年生になる年長さんたち

が、元気いっぱいの歌・鍵盤ハーモ

ニカによる演奏・ダンスを披露し

てくれました。デイサービスの

方々からも自然に笑顔があふれ、

温かな声援を送っていました。 

所 



例）日本学生支援機構奨学金（第一種）を申込したが成績基準等により対象にならな 

かった場合・・・次に国の教育ローンへ相談または申込した結果、何らかの理由で 

申込できないまたは非該当になった場合は教育支援資金の申込を受付します。 
 
 

 

生活福祉資金貸付制度からのお知らせ 
～教育支援資金について～ 

             
 
  

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

善意の窓 

【 寄 附 金 】 鰺ヶ沢町カラオケ愛好会 孝道山青森別院 匿名 

【 古 切 手 】 赤石川土地改良区 古川雅 齋藤愛子 奈良光昭 西松島町内会 

野呂信一 （有）神建築 

【プルタブ】 総量 １１３．５ｋｇ 

 秋元茂子 鰺ヶ沢こども園 敦川節子 生駒詩子 一戸レイ 伊調好貴 今村富子 

岩谷松子 兼岡みや子 （株）千田工務店 （株）東建 孝道山青森別院 齋藤愛子 

坂田光 佐々木塗装 佐々木みつゑ 小夜老人クラブ 澁谷玲子 神キクエ 神勢津子 

すずらん会 須藤和子 清野琥太郎 清野悠香 センター濱未来 高橋精治 高橋淳 

滝吉フジ 田中昭仁 田中麻利子 寺沢かつえ 寺沢なよ 奈良光昭 西松島町内会 

野呂信一 長谷川薫 花田さつ子 花田凪沙 花田柚月 藤田とも子 丸正運輸 

三浦秋子 （有）神建築 湯っこの会 よさこい 世永則子 匿名 

みなさまの善意を「地域福祉社会」づくりに活かし取り組んでまいります。 

今後ともご協力をお願いいたします。  

平成２８年９月１日～平成２８年１１月３０日までにご寄付を頂いた方々です（敬称略） 

低所得世帯が学校教育法に規定される高校、大学または高専に修学するための教育支援資金の借

入申込は、平成２９年２月から受付します。ただし、推薦入学に限り合格発表後早急に入学金等の

納入が必要な場合は２月より以前でも受付可能です。また、申込から償還中において民生委員の相

談援助が前提となり、さらには原則他法、他制度が優先となります。 

■他法、他制度には・・・日本学生支援機構奨学金（第一種・第二種）、高等学校等奨学金・

大学奨学金（青森県育英奨学金）、国の教育ローン、母子寡婦福祉

資金、公立高等学校授業料等免除制度・私立高等学校授業料軽減措

置制度など 

  ※利率を理由に教育支援資金を利用することはできません。 

 

 

戸 澤 洋 子  尾 崎 陸 男  天 野 せ つ  工 藤 美那子 

川 野 良 一  木 村 房 代  齋 藤 れい子  佐 藤 信 夫 

佐 藤 繁 子  長谷川 ミ ツ  三 浦 ユキ子  三ツ谷 惠 子 

寺 沢 賀 子  野 呂 典 子   

 

 

平成２８年９月１日～１１月３０日収集

分 
収益金は社協で展開している福祉活動に役立

てられています。今後もみなさまのご協力をよ
ろしくお願いいたします。 

収集場所は、鰺ヶ沢町総合保健福祉センター
旧いこいの湯前です。 

空き缶（アルミ・スチール） １，５６０㎏ 

ペ ッ ト ボ ト ル ５２０㎏ 

合 計 ２，０８０㎏ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HP は QR コードから

もアクセスできます 

青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷9-4 
(ＴＥＬ) 0173－82－1602 
(ＦＡＸ) 0173－72－5804 
(ＵＲＬ) http://ajisyakyo.justhpbs.jp/ 

【資 格】 

介護支援専門員証 

※グループホーム勤務経験者優遇 

※平成２８年度介護支援専門員実務研修 

受講予定者も応募可能です 

 

【給 与】 

月 給 ２０～２５万 

 

【勤務先】 

グループホーム安心住宅 

（種里北口バス停より徒歩１分） 

【資 格】 

パソコン操作ができる方 

普通自動車免許 

※介護職員初任者研修など資格取得の支援も

おこなっております。 

 

【給 与】 

本会規程による 

 

【勤務先】 

鯵ヶ沢町社会福祉協議会 

（鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内） 

 


